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概要 

2020 年 7 月より、名古屋大学情報基盤センターでは、スーパーコンピュータ「不老」の

運用を開始した。新システムでは、新たなサービスや前システムの運用を踏まえ消費電力

を抑えるための仕組みを取り入れている。これら新システムの概要や新サービス及び、そ

の仕組みについて述べる。 
 

1  はじめに 

名古屋大学情報基盤センター（以下、センター）

が 2020 年 7 月より運用を開始した、新スーパーコ

ンピュータ「不老」は、４つのシステムと大容量

のストレージ群、可視化システムなどが高速ネッ

トワークによって接続された複合システムである。

本稿では、システムの概要や新たに開始したサー

ビスそして消費電力を抑えるために導入した仕組

みなどについて説明する。 

2  新システムについて 

2.1 システムの概要 

新システムの性能諸元を表１に、またシステム

構成を図 1 に示す。まず Type I サブシステム（以

下、Type I）は、FUJITSU PRIMEHPC FX1000 を導

入している。このシステムは、理化学研究所のス

ーパーコンピュータ「富岳」と同じ計算ノードを

搭載しており、総ノード数は 2,304 ノードで総メ

モリ容量 72TiB、総演算性能は 7.782 PFLOPS とな

っている。このシステムは前システムの FX100 の

後継で、超並列大規模計算用としての利用が期待

される。 

      
 

表 1 新システム諸元表 

 

次に Type II サブシステム（以下 Type II）は、

FUJITSU PRIMERGY CX2570M5 を導入している。

このシステムの総ノード数は 221 ノードで、メイ

ンの総メモリ容量 82.875TiB、総演算性能は、7.489 

PFLOPS となっている。このシステムは１ノード

につき NVIDIA Tesla V100 を４台と 6.4TB の SSD

を搭載しており、機械学習や AI などの新たな研究

分野の研究者の利用が期待される。 

また Type III サブシステム（以下、Type III）は、

HPE Superdome Flex が導入され、総ノード数は 2

ノードとなっているが、総メモリ容量は 48TiB で

1 ノード当たり 24TiB の大容量メモリと 51.2TB の

SSD の利用が可能となっており、総演算性能は



77.414 TPLOPS となっている。 

Type III は大容量メモリを使用する可視化処理

のプリポストサーバとしての利用が考えられ、可

視化システムと連携利用が期待されている。 

次にクラウドシステムはノード数が 100 ノード

となっており、前システムの CX400 の後継として

導入されている。またこのシステムには、リソー

スの予約システムである UNCAI が導入されてお

り、システムの一部のノードを予約により利用が

可能となっている。 

次にストレージシステムであるが、新システム

では、従来のハードディスクであるホットストレ

ージの他に、光ディスクライブラリーであるコー

ルドストレージを導入している。ホットストレー

ジの総実行容量は、30.44 PB となっている。また

コールドストレージはシステム構成図からも分か

るように、2 段階導入となっており、運用開始時

点のフェーズⅠでは総物理容量は 484 TB であり、

2021 年 2 月頃までにフェーズⅡとして、総物理容

量が 6 TB になる予定である。なおコールドストレ

ージ内の最大搭載容量は 10.89PB となっており、

利用者が光ディスクカートリッジを持ち込むこと

を可能としている。 

最後に可視化システムであるが、前システムの

可視化システムを継承し、新たにオンサイト端末

や画像処理装置を導入している。 

なお新システムの詳細な構成や性能については

[1][2]で詳しく紹介している。 

    図 1 システム全体構成図 

3 新たなサービス 

運用を開始したスーパーコンピュータ「不老」

では、前システムで行っていた主なサービスは継

続しているが、変更したものや新たに開始したも

のもある、これら新たなサービスについて述べる。 

3.1 グループ利用サービス 

 グループ利用サービスは、前システムで行って

いた機関利用サービスを機関単位ではなく、研究

グループ単位で申請できるように改訂したサービ

スである。１口 20 万円で 20 名まで登録可能で利

用可能ポイントは 20 万ポイント付与される。この

制度は研究グループ内であれば他機関の研究者と

利用可能ポイントを共有して利用することができ

る[3]。 

3.2 ノード準占有サービス 

 ノード準占有サービスは、前システムの FX100

でサービスをしていたノード占有サービスとは異

なる制度であり、対象システムは Type II 及びク

ラウドシステムである。このノード準占有サービ

スとノード占有サービスの異なる点は、ノード占

有サービスの場合では申請者が占有用ノードを利

用しない限りノードは稼動しないため稼動率が低

下することになる。しかしノード準占有サービス

の場合では申請者が準占有用ノードを利用してい

ない時、一般利用者の短時間（１時間以内）ジョ

ブを実行させることでノードを稼動させ、ノード

準占有の申請者がジョブを投入した時に、一般利

用者の短時間ジョブが実行されていた場合には、

一般利用者のジョブの終了後に優先して実行させ

る。つまり繁忙期であっても１時間以内にジョブ

が実行できることを保障する制度である。これに

より計算ノードが有効活用され稼動率の低下を防

ぐこともできる[3]。 

3.3 リソース予約サービス 

 クラウドシステムでは、リソース予約システ

ム（UNCAI）のサービスを開始している。この

サービスはクラウドシステム内で、UNCAI 用

に割り当てられたリソースを予約して利用する

ものであり予約は Web 画面から行え、

VS(10cores,45GBmem),VM(20cores,90GBme

m),VL(40cores,180GBmem),VX(80cores,360G

Bmem)の 4 種類の仮想ノードが予約可能とな

っている。 



3.4 コールドストレージサービス 

 コールドストレージサービスは、今回新たに導

入した、光ディスクライブラリーのサービスであ

り、専用のログインノードで利用することができ

る。このログインノードにはホットストレージも

マウントされているため、計算結果やデータをコ

ールドストレージに保存する事が可能である。利

用負担金は１口 50TB 利用で、初年度はファイル

負担金（20 万円）とファイル管理費（1 万円）を

徴収するが、継続利用した場合 2 年目からは管理

費のみ徴収する。この光ディスクは追記型である

ため媒体を購入する利用形態となり、利用終了時

には希望により光ディスクを持ち帰る事を可能と

している。これにより研究室などで専用ドライブ

を購入すれは計算結果などのデータを活用するこ

とができる。 

4 消費電力を抑える取り組み 

前システムでは 7 月～9 月に掛けて、名古屋大

学のピーク電力を抑えるため昼間時間帯で縮退運

転を実施し協力してきた。今回導入したスーパー

コンピュータ「不老」には、消費電力を抑えるた

めの仕組みが導入されている、その仕組みについ

て紹介する。 

4.1 縮退運転機能 

前システムでは 7 月から 9 月にかけて FX100

システムの14ラック中4ラックを停止して大学の

ピーク電力を抑えるために協力をしていたが、新

システムでは縮退用のノードをType Iに384ノー

ド、Type II に 48 ノード、クラウドシステムに 18

ノード設定し、そのノードを使用するためのリソ

ースグループ extra を新設した。これはシステム

の消費電力を測定し、ある値を超えた場合、extra

専用ノードを縮退させ、大学全体の消費電力が低

くなる夕方から翌朝まで夜間の 15 時間程度のみ

縮退を解除して計算サービスを実施する仕組みで、

これにより extra 専用ノードが縮退状態となった

時、システムの消費電力を抑えることができる[4]。 

4.2 湧水の利用 

スーパーコンピュータ「不老」の冷却設備の構

成図を図 2 に示す。 

 

     図 2 冷却設備構成図 

 

図 2から分かる様に、各システムはType I、Type 

II は水冷方式、その他のシステムは空冷方式とな

っている。また新たな試みとして、センター地下

に湧き出している地下水を利用している。センタ

ーの湧き水は年間通して18℃前後で毎秒0.55L程

度の水量が湧き出しており、センター地下の釜場

に溜まっており一定の水位になるとポンプでくみ

上げ排水溝に流している。この湧水を冷却装置に

利用し消費電力を抑えることができないかと考え、

今回導入したシステム仕様に盛り込んだ。現在情

報基盤センター南側に置かれている水冷設備のチ

ラー装置に、気温が 20℃以上になった時、湧水を

噴霧しチラー装置及び、その周辺温度を下げてい

る。これにより 7 月～9 月のチラー装置の消費電

力の低下が期待できる。 

 

4.3 消費電力の推移 



新システムでは、前システムと同様に消費電力

及びシステム室の温度/湿度を計測し監視してい

る。消費電力は、Type I、Type II、Type III の各

サブシステム、クラウドシステム、ストレージ、

管理サーバ群及び冷却装置とシステム毎に測定し

ており、センター入口ホールに設置されたモニタ

ーに表示し、消費電力の見える化を実施している。

次に 7 月～8 月の積算電力と平均消費電力の推移

を図 3 と図 4 に示す。 

図 3 各システムの消費電力の推移（積算） 

図 4 システムの１時間当りの消費電力 

 

今回稼働を開始した、スーパーコンピュータ「不

老」の定格消費電力の合計は約 1.9MVA となって

いる。図 4 の１日の平均省電力のグラフから、7

月から 8 月の間日毎での 1 時間当りの平均消費電

力は 750~800kVA で推移していることが分かる。

この値は定格電力の 30～40%となっており、通常

運 用 の 消 費 電 力 を 前 シ ス テ ム と 同 等 の

1.4~1.5MVA と想定していたが大幅に低くなって

いることがわかる。この要因として考えられるの

は、新システムが立ち上がった直後であるため稼

動率はまだ低いが、システム全体を地下室に持っ

てきたことにより外気の影響が低いこと、また湧

水を利用する仕組みなどを取り入れた事などが考

えられるが検証はできていない。 

 

4 まとめ 

 2020 年 7 月より、スーパーコンピュータ「不老」

の運用が開始され、2 ヶ月程経ったが新システム

の立ち上がり直後のため、稼動率や消費電力が低

く、この 7 月、8 月と縮退運転を実施しなかった。 

また湧水の利用であるが、7 月から 8 月のチラー

などの冷却設備の消費電力は、定格電力の約 20％

前後で推移している。これが先にも述べたが、シ

ステム設置場所や湧水の効果であるかは、稼動率

も低いことから、今のところ正確には検証できて

はいない。また今後の消費電力の推移から縮退運

転用計算ノードの設定割合も検討する必要が出て

くるため、今後の各システム消費電力の推移を注

視し効果を検証し、より良いシステム運用を行っ

ていきたいと考えている。 
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